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架 台 は太 陽 光 パ ネルを支える重 要 な設 備ですが、錆（サビ）によって劣 化してしまうことも
あります。さらに錆 を放 置していると、太 陽 光 パ ネ ル の 破 損や設 備 全 体 の ダメージにつな
がります。
そこで今 回 は、錆の原 因や太 陽 光 発 電の架 台における防 錆 対 策について詳しくご紹 介しま
す。太陽光発電の維持管理方法について調 べている方や架台 が錆 びやすく悩んでいる方な
どは、参考にしてみてください。

太 陽 光 発 電 の 架 台 は 錆 び や す い ？  

対 策 や 対 処 法 に つ い て 解 説
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太 陽 光 発 電 の 架 台 は 錆 び や す い の か ？

架 台とは、太 陽 光パ ネルなどの設 備を取り付 けるための構 造 物 のことです。太 陽 光 発 電 は長 期 にわたり使 用する

設備であり、太陽光パネルを設置する架台の耐久性も大変重要となります。

太 陽 光 発 電 の架 台として使 用される素 材 は、アルミニウム、スチール、ステンレスなどの金 属でできていることか

ら、錆についても考慮する必要があるでしょう。

設置する地域の環境や状況にもよりますが、一般的に太陽光発電の架台の耐久性は��年以上と言 われています。

また太陽光発電の設備には周辺機器保証があり、架台の保証期間は��～��年となっています。

架 台 が短 期 間で使 用できなくなるとは考えにくいですが、設 置する環 境や状 況によっては、架 台 が錆や腐 食を起こ

して太 陽 光パネルの設 置 に歪 みなどが生じることがあります。すると発 電 量 への影 響やパネルの破 損 にも繋 がる

おそれがあるため、架台選びは大変重要となります。

太 陽 光 発 電 の 架 台 が 錆 び て し ま う 原 因

太 陽 光 発 電 の 架 台 に使 用される素 材 は 金 属です。金 属でできた架 台 は 錆 が 発 生することが ありますが、どのよう

な場合に生じてしまうのか、その原因について詳しく紹介します。
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経年劣化

太陽光発電は屋外に設置するため、太陽光パネルを取り付 ける架台も雨・風・雪などに常にさらされています。

日 々の気 温や湿 度 の変 化 、太 陽 光や紫 外 線 などにより繰り返し疲 労を受 け続 けると、年 月 が 経つにつれて少しず

つ素材自体の品質が下がっていき、架台に錆が生じることがあります。

塩害地域に設置している

塩害地域とは、塩分を含んだ風や雨の影響を受 けやすい海に近い地域のことを言います。

太 陽 光 発 電を設 置する架 台 は、鉄 などの金 属でできています。金 属 は表 面 に水 分 が付 着すると空 気 中 の酸 素と水

により化学反応が起こり、錆が生じます。

また塩 には水を集 める性 質や電 気 の流 れを助 ける性 質 があることから、錆 の発 生を早 める原 因 になります。その

ため海が近い塩害地域では、潮風などの影響により他の地域よりも架台が錆びやすくなるのです。

金属腐食

腐 食とは、化 学 的 作 用 などによって機 能や外 観 が損 なわれることを言います。金 属にも発 生する現 象で、周 囲の環

境と大きく関係しています。ちなみに、錆も金属の腐食の現象に含まれます。

金 属 は、表 面 が酸 化 による皮 膜で覆 われています。この膜 が破 壊されると、そこから腐 食 が始まり内 部 にまで影 響

を与えるようになります。日 常 に見られる金 属 腐 食 の原 因 の多くは、雨や大 気 中 の水 分 などによる電 気 化 学 反 応

です。

また異 なる金 属 同 士 が 接 触することでも腐 食 が 起こることが あります。金 属 はそれぞれ 標 準 の 電 位 が 決まってお

り、水 などの電 解 質 溶 液 が付 着すると電 位 の高い方 から低い方 へと電 子 が移 動し、電 気 化 学 反 応 が起こるためで

す。接触している金属の電位差が大きくなるほど、電位の低い金属の腐食が急速に進む傾向にあります。

そのため架台を設置する際に、アルミの素材をステンレス製のネジで固定するなど種類の異なる金属を使用した

場合、腐食が発生する可能性があります。

下地の調整作業などに不備がある

金 属 は水 分や空 気との接 触、異 なる種 類の金 属と接 触で腐 食し錆 びが発 生するため、腐 食 が起きないように塗 装

作 業 などを行 います。塗 装 による十 分 な効 果 を発 揮するには、金 属 の表 面 に付 着している汚 れや錆 を取り除くな

どの下地の調整作業が重要になります。

下 地 の 調 整 作 業 が 的 確 に行 われてい ない 場 合 などには、塗 装 の 効 果 が 最 大 限 に発 揮できず、短 期 間で錆 びが 発

生するおそれがあります。
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異なる種類の金属をなるべく接触させない

前 述 のとおり、種 類 が 異 なる金 属 が 接 触している部 分 に水 分 が 付 着すると、「電 気 化 学 的 腐 蝕（電 蝕）」が 起こり、

錆が発生することがあります。

そのため架台を組む際には、違う種類の金属同士の接触を避 けるようにすることが防錆対策となります。

重塩害地域での太陽光発電投資を避 ける

海 が 近 い 地 域では、海 水 が 触 れたり塩 分 を含んだ風や雨 が 影 響したりして、金 属でできた架 台やモジュールの配

線などに錆が発生する塩害が起こりやすくなります。

塩害の影響は、海からの距離が近 けれ ば近いほど高まります。

太 陽 光 発 電 の設 置においては、海 岸 からの距 離 が� � � ～ � � � m の地 域を「重 塩 害 地 域」、海 岸 からの距 離 が� k m

以 内 の地 域を「塩 害 地 域」と設 定しています。メーカーにより対 応 は異 なりますが、「重 塩 害 地 域」には設 置 ができ

ないことがあります。

設 置 が 可 能 な場 合でも、塩 害 対 応 のシステム機 器 の 使 用 が 必 要であったり、設 置 自 体 は 可 能 だが 保 証 は 対 象 外

であったりするなど、条件付きとなるでしょう。

そのため、「重塩害地域」にある太陽光発電への投資は避 けることをおすすめします。

太 陽 光 発 電 の 設 備 は重 量 が あり、パ ネルを設 置するため の 架 台 の耐 久 性 は大 変 重 要です。最 大 限 に太 陽 光 発 電

を行うには、的確かつ安全に太陽光パネルが設置され、架台が錆などで劣化しないようにする必要があります。

架台の防錆対策として、具体的な対策方法を紹介します。

架 台 の 防 錆 対 策



錆に特化した塗料を使用する

金属は、表面に水分が付着すると空気中の酸素と水により化学反応が起こり、錆が生じます。付着する水分に塩分

が 含まれている場 合 には 、この 塩 分 が 電 気 の 流 れ を助 けることから、錆 の 発 生 をより早 めてしまうことが ありま

す。

つまり、金 属 が 空 気 中 の 酸 素や水 、塩と直 接 触 れ ないような対 策 ができれ ば、金 属 の 劣 化や腐 食 を防 止すること

ができるのです。

太 陽 光 の架 台 の素 材となる金 属 は複 数 あり、それぞれの特 性 に合 わせた錆 に特 化した塗 料を塗 装することで、錆

の発生を抑えることが可能となります。

架 台 の耐 久 性を長く保つためには、設 置している地 域 の環 境や状 況も考 慮し、的 確 な塗 料を使 用することが重 要

です。

架台の材質に注目

太 陽 光 発 電を長 期 にわたり良 好 な状 態で使 用するには、パ ネルを設 置するための架 台 の材 質と耐 久 性 が 大 切で

す。太陽光の架台に使用される金属には、主に下記の�つがあります。

ステンレス・スチール・・アルミニウム

それぞれの材質の特徴をご紹介します。

■ステンレス製

価格：高い

施工性：強度はあるが重いため施工しにくい

錆びやすさ：錆びにくい

■スチール製

価格：安い

施工性：強度はあるが重いため施工しにくい

錆びやすさ：錆びやすい・メッキ加工を施す必要がある

太陽光発電の保守点検に特化したサービスと契約

錆などにより、架台の金属 が表面 だけでなく内部まで腐食すると、金属の強度 が低下して、重量のある太陽光パネ

ル などを安 全 に固 定することができなくなります。太 陽 光 パ ネルに歪 みが 生じた場 合 、発 電 量 の 低 下 に繋 がるお

それもあります。

架 台の強 度 が低 下すると、台 風 などによる激しい雨や強 風に耐えることができなくなり、太 陽 光パネルが落 下して

破損したり、パネルなどの部品が飛んで近隣の建物や設備に被害を及 ぼしたりする可能性もあります。

このような事 態 になると回 収 修 理や賠 償 が必 要となり、高 額 な費 用 がかかりかねません。そうならないためには、

定期的に架台の状態を確認し、防錆対策などのメンテナンスを行うことが大切です。

的確な定期的メンテナンスは、太陽光発電の保守点検に特化した会社と契約すると安心です。
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太 陽 光 発 電 は� � 年、� � 年と長 期にわたり使 用する設 備です。長く良 好 な状 態で太 陽 光 発 電を行うためには、太 陽

光パネルなどの重量のある設備をしっかりと設置するための架台がとても重要となります。

架台も雨・風・雪などの自然に常にさらされる屋外設置です。

金属でできている架台は、日々の気温や湿度の変化、太陽光や紫外線など、繰り返し疲労を受 け続 け、年月が経つ

につれて少しずつ劣化していきます。

さらに腐 食や錆 びが 生じると架 台 の 耐 久 性 が 失 われ 、発 電 量 の 低 下や設 備 の 破 損・落 下 などに繋 がるおそれ が

あるのです。

そのような最 悪 の事 態 が 起きないよう、太 陽 光 発 電 の保 守 点 検 に特 化したサービスと契 約することをおすすめし

ます。

今 回 の記 事を読 み、架 台 の錆 びが気になった方、特 定 のメンテナンスサービスを受 けていない方 は、O & Mサービ

スへ相談してみましょう。

弊 社 、和 上 ホールディングスの「とくとくサービス」は日 本 全 国・全メーカーに対 応するO & M（オペレーション＆メ

ンテナンス）サービスを行っております。創 業 � � 年、太 陽 光 発 電 業 界では歴 史 のある会 社であり、� � � � � 件 以 上 の

実績をベースに太陽光設備の維持管理を安心してお任せいただけます。

メンテナンスサービスだけではなく、災 害 発 生 後 の復 旧 方 法や防 災 対 策まで幅 広くサポートを行っています。太 陽

光発電のメンテナンスにお悩みの方は、ぜひお気軽にメールやお電話にてご相談ください。

太 陽 光 発 電 の 架 台 か ら 錆 が 発 生 し て い る 時 は

O ＆ M サ ー ビ ス へ 相 談 ！

■アルミニウム製

価格：他の金属と比 べると安い

施工性：軽いため施工しやすい

錆びやすさ：錆びにくい

初 期 費 用を抑えるために価 格 の安 い 素 材を選ぶと、かえってメンテナンスに手 間や費 用 が かかるケースもありま

す。太陽光発電を設置する地域や環境・状況を考慮して、最適な素材を選択しましょう。



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


